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平成 26 年（暦年）の観光客数は、705 万 8,300 人で過去最高 

対前年（H25）比 ＋64 万 4,600 人、＋10.1％ 

 

■月別入域観光客数の推移（平成 24 年～平成 26年） 
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平成24年 405.0 434.8 533.1 471.1 434.3 426.4 550.4 607.2 507.3 519.7 483.1 463.4 5,835.8 7.8％

平成25年 429.7 463.2 568.9 516.3 477.6 489.1 583.9 705.5 607.4 543.0 513.6 515.5 6,413.7 9.9％

平成26年 495.1 503.1 630.2 565.6 561.4 557.3 653.9 733.3 658.7 586.0 564.5 549.2 7,058.3 10.1％

H26増減率 15.2％ 8.6％ 10.8％ 9.5％ 17.5％ 13.9％ 12.0％ 3.9％ 8.4％ 7.9％ 9.9％ 6.5％ 10.1％
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■平成 26年の概況（総括） 

 平成 26 年の入域観光客数は 705 万 8,300 人で、対前年 64 万 4,600 人増加、率にして 10.1％の増

加となり、2年連続で過去最高を更新し、初の 700 万人台を記録した。 

月別では、全ての月において前年同月を上回るとともに、各月の過去最高記録を更新した。また、

昨年に続き国内客・外国客ともに過去最高の入込であった。 

前年と比べて増加した要因は次の通りと考えられ、特に外国人観光客の増加が大きく寄与してい

る。 

○円安の継続に伴う国内および訪日旅行需要増 

○海外航空路線の拡充・クルーズ船の寄港回数増による外国人観光客の増 

さらに、こうした要因に加え、国内外における官民上げての継続したプロモーション活動が功を

奏したとみられる。 

 

■平成 27年の見通し 

 景気は緩やかな回復基調にあることに加え、円安も継続すると予想されており、国内旅行市場は

堅調に推移するとみられるものの、国内観光地との競合が想定される。 

また、外国客については、訪日旅行需要の高まりに加え、香港－那覇路線新規就航（ピーチアビ

エーション）など航空路線拡充の動きがあることや、クルーズ船の寄港予定回数が昨年を上回って

いることなどから引き続き好調に推移すると見込まれる。 

春に県内最大級の多機能複合型ショッピングモールの開業が予定されており、誘客効果が期待出

来る。 



国内観光客の動向 

■入域観光客数（国内） 

 平成 26 年の国内客は、616 万 4,800 人で、前年比で 30万 1,900 人増、5.1％の増となり、過去最

高となった。これまでの国内客の過去最高の入込は、平成 25 年の 586 万 2,900 人。 

 

■平成 26年国内観光客の状況（方面別の月別推移） 
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東京 226.7 227.2 293.5 231.7 204.0 220.1 292.7 335.6 285.1 256.2 249.2 240.2 3,062.2 4.8％

関西 81.4 87.5 111.0 104.6 114.3 100.0 113.1 131.1 117.9 94.2 94.8 93.8 1,243.7 8.3％

福岡 55.2 56.9 66.9 54.9 55.4 55.7 61.5 71.5 65.4 57.4 66.6 60.8 728.2 2.2％

名古屋 35.7 38.9 48.5 42.2 35.3 37.5 44.9 50.7 40.5 37.3 40.8 38.4 490.7 2.2％

その他 48.0 48.3 61.6 58.3 60.7 48.5 49.4 60.2 49.9 47.1 56.7 51.3 640.0 6.6％

計 447.0 458.8 581.5 491.7 469.7 461.8 561.6 649.1 558.8 492.2 508.1 484.5 6,164.8 5.1％

増減率 7.9％ 4.6％ 6.8％ 5.4％ 12.3％ 8.3％ 8.3％ 0.6％ 2.3％ 1.4％ 5.8％ 1.1％ 5.1％
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■国内観光客の概況 

 平成 26 年は円安および景気回復基調が継続し、４月の消費税増税後も国内旅行需要は堅調に推

移した。ＬＣＣおよび新石垣空港開港による効果は昨年ほど顕著ではないものの、伊丹－那覇路線

の増便やピーチアビエーションの福岡－那覇路線、スカイマークの米子－那覇路線の新規就航など

もあり、前年度を上回った。 

 

【方面別の動向】 

 東京方面   ＬＣＣ（ジェットスタージャパン、バニラエア）および石垣路線の好調により、

増加した。 

 関西方面   提供座席が増加した伊丹－那覇路線からの入込増が全体を押し上げ、台風等の影

響があった８月を除き、好調に推移した。 

 福岡方面   福岡－那覇路線において、ピーチアビエーションの新規就航（7 月）および既存

航空会社の増便があり、前年を上回った。 

 名古屋方面  昨年の増加要因であった石垣方面の伸びが落ち着いたが、全体として堅調に推移

した。 

 



外国人観光客の動向 

■入域観光客数（外国） 

 平成 26 年の外国客は、89 万 3,500 人で、前年比で 34万 2,700 人増、62.2％の増となり、国内客

同様に過去最高となった。これまでの外国客の過去最高の入込は、平成 25 年の 55万 800 人。 

 

■平成 26年外国人観光客の状況（方面別の月別推移） 
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台湾 11.2 12.9 15.3 30.7 41.8 41.2 39.2 38.7 43.0 36.2 17.2 16.7 344.1 46.1％

韓国 15.0 15.3 10.1 9.8 10.2 11.4 10.2 10.0 11.0 13.1 15.1 23.9 155.1 93.9％

中国 11.5 3.5 8.6 5.6 7.9 11.8 15.2 9.6 12.6 12.4 7.3 7.4 113.4 137.2％

香港 5.2 5.9 8.1 10.7 12.2 13.9 12.8 11.0 13.0 11.0 9.1 10.1 123.0 45.9％

その他 5.2 6.7 6.6 17.1 19.6 17.2 14.9 14.9 20.3 21.1 7.7 6.6 157.9 53.2％

計 48.1 44.3 48.7 73.9 91.7 95.5 92.3 84.2 99.9 93.8 56.4 64.7 893.5 62.2％

増減率 208.3％ 80.8％ 98.0％ 48.1％ 54.4％ 52.8％ 41.6％ 39.4％ 63.2％ 62.3％ 68.4％ 78.7％ 62.2％
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■外国人観光客の概況 

 平成 26 年も円安が進行し、割安感のある訪日旅行需要が高かったことに加え、重点市場（台湾、

韓国、中国、香港）において路線の新規就航および既存路線の増便があり、空路客が大幅に増加し

た。また、クルーズ船の寄港回数増により、海路客も増加した。重点市場全てで 10 万人を超えた

のは初めてである。那覇空港の新国際ターミナルビル及び那覇港の旅客ターミナルビルの供用開始

などハード面が整備されたことも、外国客の増加に寄与したと考えられる。 

 

【国籍別の動向】 

 台湾     台北-那覇路線、高雄－那覇路線で新規就航・増便等があり、空路客を中心に増

加。過去最高であった昨年を上回り、初の 30 万人台となった。 

 韓国     年後半において、アシアナ航空・ジンエアーの増便、韓国ＬＣＣ2 社の新規就航

があり、ソウル－那覇路線が拡充。中国に次ぐ増加となった。 

 中国本土   尖閣関連の影響から回復し、新規路線の就航等もあり過去最高となった。クルー

ズ船の寄港により、海路客も増加した。 

 香港     香港航空の香港－那覇路線が 3月から増便したことにより、空路客を中心に増加

した。 


